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超スマート社会「Society5.0」の実現。我が国を「世界で最もイノベーションに適した国」へ導く

＜現状認識＞
○ＩＣＴの進化等により、「大変革時代」が到来
・既存の枠組みにとらわれない市場・ビジネス等の登場
・「もの」から「コト」へ、価値観の多様化
・知識・価値の創造プロセス変化（オープンイノベーションの重視、
オープンサイエンスの潮流）

○国内外の課題が増大、複雑化（エネルギー制約、少子高齢化、地域
疲弊、自然災害、安全保障環境の変化、地球規模課題の深刻化など）

＜目指すべき国の姿＞
①持続的な成長と地域社会の自律的発展
②国及び国民の安全・安心の確保と豊かで質の高い生活の実現
③地球規模課題への対応と世界の発展への貢献
④知の資産の持続的創出

＜基本方針＞

○先を見通し戦略的に手を打っていく力（先見性と戦略性）と、どのような
変化にも的確に対応していく力（多様性と柔軟性）を重視。

○あらゆる主体が国際的に開かれたイノベーションシステムの中で競争、
協調し、各主体の持つ力を最大限発揮できる仕組みを、人文社会科学、
自然科学のあらゆる分野の参画の下で構築

第５期科学技術基本計画 (2016年1月閣議決定)



「Society5.0」
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「Society 5.0」とは、第4次産業革命（大量の情報を基に人工知能が自ら考えて最適な行動を取
ること）により、人間中心・課題解決型の超スマート社会を実現

< 社会の変化 >

狩猟社会 農耕社会 工業社会 情報社会 Society 5.0
超スマート社会

新たな社会を形成
人間中心・課題解決型

< 技術の変化>
第１次産業革命
動力を取得
(蒸気機関)

第２次産業革命
動力が革新

(電力・モーター)

第４次産業革命
自律的な最適化が可能に
大量の情報を基に人工知能が
自ら考えて最適な行動をとる

第３次産業革命
自動化が進む
(コンピュータ)

○農業社会ではノウハウは
共有が基本

○伝統的工業の世界では
一子相伝・同職業組合の中
の共有

知的財産の管理の在り方
は社会によって変容。
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第５期科学技術基本計画 ：具体例



第５期科学技術基本計画 ：具体例
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第５期科学技術基本計画 ：具体例
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未来投資戦略2017
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第4次産業革命（IoT、ビッグデータ、人工知能、ロボット）のイノベーションの産業や社会生活への取
入れによりSociety5.0を実現（一人一人のニーズに合わせて少子高齢化などの社会課題解決）

【Ｉ．戦略分野】
１．健康寿命の延伸
２．移動革命の実現
３．サプライチェーンの次世代化
４．快適なインフラ・まちづくり
５．Fin Tech

【ＩＩ．横割課題】
Ａ－１．データ利活用基盤・制度構築
Ａ－２．教育・人材力の抜本強化
Ａ－３．イノベーション・ベンチャーを生み出す好循環システム
Ｂ－１．規制の「サンドボックス」の創出

Ｂ－２．規制改革・行政手続き簡素化・ＩＴ化の一体的推進
Ｂ－３．「稼ぐ力」の強化

（経営者の大胆な投資と再編の決断を後押し）
Ｂ－４．公的サービス・試算の民間開放
Ｂ－５．国家戦略特区の加速的推進
Ｂ－６．サイバーセキュリティ
Ｂ－７．シェアリングエコノミー

【ＩＩＩ．地域経済好循環システムの構築】
１．中堅・中小企業・小規模事業者の革新
２．攻めの農林水産業の展開
３．観光・スポーツ・文化芸術

【ＩＶ．海外の成長市場の取り込み】
インフラシステム輸出、経済連携交渉、データ流通・利活用に
係る国際的共通認識・ルールの形成、中堅・中小企業の海外
展開支援、日本の魅力を活かす施策（クールジャパン推進等）



7出典：第５期科学技術基本計画

未来投資戦略2017：変革後の生活・現場（Society5.0）

変革後の生活・現場（Society5.0）は、革新的技術を活かして一人一人のニーズに合わせたサー
ビス提供による社会課題の解決と成長のフロンティア



8出典：第５期科学技術基本計画
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10出典：第５期科学技術基本計画

未来投資戦略2017：変革後の生活・現場（Society5.0）

変革後の生活・現場（Society5.0）は、革新的技術を活かして一人一人のニーズに合わせたサー
ビス提供による社会課題の解決と成長のフロンティア



新産業構造ビジョン：全ての分野で、革新的な製品・サービスが創出
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「共通基盤技術×産業コア技術×データ」により、革新的な製品・サービスが創出



ICTを利活用した未来社会（2030年ころ）
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「まち」「ひと」「しごと」という3つの観点から、未来社会を素描

出典：総務省
「平成27年版情報通信白書」

「まち」： IoTにより、交通システム・物流システムをはじめとした様々な社会システムがICTにより最適制御される。
ビッグデータの活用により、製造業だけでなく、サービス業や農林水産業、医療・福祉業等の生産性が向上。
ロボット活用も本格化し、人手不足の解消と更なる生産性の向上が図られる。

「ひと」： ウェアラブルデバイスを通じた緻密な健康管理により、多くの人々が年をとっても健康に暮らせる。
ロボットが家事や介護など、生活の様々な場面で人々の暮らしをサポートする
多言語自動翻訳により、言葉の壁は取り払われ、異なる国や文化圏に属する人々の間の相互理解が進む。

「しごと」： ロボットを含むICTによる雇用代替が進む結果、人間の役割はより創造性の高い仕事へと次第にシフト。
シェアリング・エコノミーの台頭や、製造業における「メイカー・ムーブメント」の登場にみられるような、個人の役割が拡大。
テレワークのようなICTを活用した柔軟な働き方は、あらゆる人々が各事情に応じて社会参加し、その創造性を最大限発揮。



未来投資戦略2017（再掲）
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第4次産業革命（IoT、ビッグデータ、人工知能、ロボット）のイノベーションの産業や社会生活への取
入れによりSociety5.0を実現（一人一人のニーズに合わせて少子高齢化などの社会課題解決）

【Ｉ．戦略分野】
１．健康寿命の延伸
２．移動革命の実現
３．サプライチェーンの次世代化
４．快適なインフラ・まちづくり
５．Fin Tech

【ＩＩ．横割課題】
Ａ－１．データ利活用基盤・制度構築
Ａ－２．教育・人材力の抜本強化
Ａ－３．イノベーション・ベンチャーを生み出す好循環システム
Ｂ－１．規制の「サンドボックス」の創出

Ｂ－２．規制改革・行政手続き簡素化・ＩＴ化の一体的推進
Ｂ－３．「稼ぐ力」の強化

（経営者の大胆な投資と再編の決断を後押し）
Ｂ－４．公的サービス・試算の民間開放
Ｂ－５．国家戦略特区の加速的推進
Ｂ－６．サイバーセキュリティ
Ｂ－７．シェアリングエコノミー

【ＩＩＩ．地域経済好循環システムの構築】
１．中堅・中小企業・小規模事業者の革新
２．攻めの農林水産業の展開
３．観光・スポーツ・文化芸術

【ＩＶ．海外の成長市場の取り込み】
インフラシステム輸出、経済連携交渉、データ流通・利活用に
係る国際的共通認識・ルールの形成、中堅・中小企業の海外
展開支援、日本の魅力を活かす施策（クールジャパン推進等）



文化芸術基本方針

14出典：次官・若手プロジェクト「不安な個人、立ちすくむ国家」（平成29年5月）

文化芸術資源で未来をつくる。我が国が目指す「文化芸術立国」の姿を明示



クールジャパン戦略官民協働イニシャティブ
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2012-2013年 2015-2016年 2020-2030年

テレビ番組輸出 87億円（2012） 289億円（2015） 500億円（2020）

農林水産物・食品輸出 4497億円（2012） 7503億円（2016） 1兆円（2030）

日本産酒類の輸出 207億円（2012） 430億円（2016） 2020年まで農林水産物・食品
輸出を上回る伸び

訪日外国人旅行者数 836万人（2012） 2404万人（2016） 4000万人（2020）
→6000万人（2030）

国立公園訪問客 256万人（2013） 546万人（2016） 1000万人（2020）

＜主な成果と今後の計画＞

我が国のコンテンツ、衣食住、芸術、芸能、デザインなどを国家ブランド戦略の下で発信し、海
外及び訪日外国人に普及・浸透させ、我が国経済の持続的成長につなげるクールジャパン戦
略については2015年に「クールジャパン戦略官民協働イニシャティブ」を策定、5つの視点の下、
関係省庁と連携しつつ、政策を展開。直近は拠点形成や人材育成を重点に。

＜５つの視点＞
①「デザイン視点で横串を刺す」、 ②政策・事業を連携させる ③人財ハブを構築する、
④外国人視点を取り入れる ⑤地方の魅力をプロデュースする

テレビ番組、農林水産物・食品、日本産酒類の輸出が急拡大、

訪日外国人旅行者、国立公園訪問客も急増



明日の日本を支える観光ビジョン

16出典：次官・若手プロジェクト「不安な個人、立ちすくむ国家」（平成29年5月）

世界が訪れたくなる日本へ。観光資源の魅力をまとめる、観光産業を革新、ストレスフリー観光



グローバル・メガトレンド

17出典：次官・若手プロジェクト「不安な個人、立ちすくむ国家」（平成29年5月）

「国家」の今後の在り方を議論する上で捉えるべき、世界の大きな潮流変化？



新産業構造ビジョン：第4次産業革命技術によって実現される社会ニーズ
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
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以下、パート１，２，３の概要、「将来社会ビジョンに関する検討」（パート１ ）、及び、「国際的
視点からのシナリオプランニング」（パート３）から「関連トピックの社会実装年予測」を、抜粋。



文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「将来社会ビジョンに関する検討」（パート１ ）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「将来社会ビジョンに関する検討」（パート１ ）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「将来社会ビジョンに関する検討」（パート１ ）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「将来社会ビジョンに関する検討」（パート１ ）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）
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文部科学省科学技術・学術政策研究所『第10回科学技術予測』
「国際的視点からのシナリオプランニング」（パート３）


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39

